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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式４－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 － あり －

見込み ● なし －

確定 － あり －

見込み ● なし －

確定 ● あり －

見込み － なし －

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

様式４－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

指　標

指標２
市街地の住みやすさ・
利便性等の満足度

％

指標１
江戸崎まちなか地区
への来訪者数

人／年

確定値が評価値と比較して大きな差異が
ある場合や改善が見られない場合等

総合所見従前値 目標値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

事後評価

1年以内の
達成見込み

25,000 30,000 31,300

見込み・確定
の別

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

25.5 30.0 45.0

「（仮）江戸崎まちづくり
会議」への参加者数

人 8 50 72

指標４

指標３

指標５

○

○

○

48.6 H24年11月 ○

25,400 H24年8月 ×
笑遊館が改修事
業による閉館中
であったため

■改善策はそのまま
□改善策に補強が必要
□新たに改善策をたてる

当事業により基幹施設である笑遊
館の改修工事の終了により今後は
一層の来館者が期待できる。

□改善策はそのまま
□改善策に補強が必要
□新たに改善策をたてる

買い物の便利さや観光施策の満足
度が伸びており、再生が進んでい
ると評価できる。

□改善策はそのまま
□改善策に補強が必要
□新たに改善策をたてる

まちづくり交付金事業以前とは比較
にならないほど、地元商店街の連
携が深まり、参加者数の増加が図
られた。

□改善策はそのまま
□改善策に補強が必要
□新たに改善策をたてる
□改善策はそのまま
□改善策に補強が必要
□新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異が
ある場合や改善が見られない場合等

指　標 従前値 目標値

事後評価

総合所見
見込み・確定

の別
1年以内の達
成見込み

その他の
数値指標１

その他の
数値指標２

□改善策はそのまま
□改善策に補強が必要
□新たに改善策をたてる
□改善策はそのまま
□改善策に補強が必要
□新たに改善策をたてる
□改善策はそのまま
□改善策に補強が必要
□新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３



２．今後のまちづくり方策の検証

様式４－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

実施した具体的な内容 今後の課題　その特記事項

笑遊館において、お笑いイベント、鯉のぼり等
の各種イベントを実施

震災前以上の参加者数に向けて、イベント内容
の充実や周知方法の検討等

稲敷の強みである食を活かしたお弁当づくり
により、お弁当を通した交流の強化を図った

継続的な交流イベントの開催

「えどさき未来プロジェクト」が、補助に頼らず
活動を維持するための話し合いを実施

えどさき未来プロジェクトの活動の維持

整備に向けての用地買収等の実施 早期整備の実施

様式４－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

実施時期

月に１回のお笑いイベントによる地域
活性化が図れた

お弁当試食会において、市内外より約
100名が笑遊館に来訪

補助金に頼らない体制づくりのきっか
けが出来た

ほぼ用地買収が終了した
市道（江）3544号線（都市計画道路）の早期
整備の実施

具体的内容

・成果を存続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成する
ための改善策

・残された課題・新たな課題へ
の対応策

・その他　必要な改善策

追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート様式５－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

実施した結果

実施にあたっての課題　その他特記事項

中心市街地の活力維持、更なる向上を図
る。

来訪者との交流機能の更なる強化

新たな人材の育成・確保


